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は
じ
め
に

　

二
〇
一
八
年
十
一
月
、
米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
図
書
館
が

所
蔵
す
る
西
夏
文
「
妙
法
蓮
華
経
」（
以
降
、
法
華
経
）
に
関
す

る
初
の
研
究
書
、『
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
西
夏
文

妙
法
蓮
華
経
』（
以
降
、
荒
川
二
〇
一
八
ｂ
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

文
献
学
的
解
題
、
言
語
学
的
研
究
、
西
夏
文
全
文
の
録
文
・
訳

注
・
索
引
、
そ
し
て
何
よ
り
、
美
麗
な
カ
ラ
ー
印
刷
で
、
仏
画

を
含
む
原
文
全
頁
を
公
開
で
き
た
こ
と
が
喜
ば
し
い
。

図
１　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
本
本
文
冒
頭

　
　
　
（
荒
川
二
〇
一
八
ｂ
図
版
編
よ
り
）

No Image

荒
川
慎
太
郎

西
夏
文
法
華
経
と
西
夏
語
の
研
究

　
　
　
　
―
ロ
シ
ア
・
米
国
所
蔵
資
料
に
も
と
づ
い
て

―
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西
夏
文
法
華
経
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年
、『
ロ
シ
ア
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部

所
蔵
西
夏
文
「
妙
法
蓮
華
経
」
写
真
版
（
鳩
摩
羅
什
訳
対
照
）』

（
以
降
、
西
田
編
二
〇
〇
五
）
の
公
刊
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
東
洋

古
文
書
研
究
所（１
）所

蔵
品
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
所
蔵
法
華
経
「
刊
本
」
と
ロ
シ
ア

所
蔵
「
写
本
・
刊
本
」
と
の
相
違
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
本
に
特
徴

的
な
仏
図
の
紹
介
、
西
夏
文
法
華
経
を
利
用
し
た
言
語
学
的
研

究
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

西
夏
国
と
法
華
経

　

法
華
経
は
初
期
大
乗
仏
教
を
代
表
す
る
経
典
の
一
つ
で
あ

り
、
漢
語
を
は
じ
め
東
ア
ジ
ア
の
多
く
の
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、

読
み
継
が
れ
て
き
た
。
西
夏
で
も
鳩
摩
羅
什
漢
訳
法
華
経
と
そ

れ
を
も
と
に
し
た
西
夏
訳
が
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
、
カ
ラ
ホ

ト
か
ら
の
出
土
品
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。
西
夏
に
お
け
る

法
華
経
の
詳
細
に
つ
い
て
は
西
田
二
〇
〇
五
ａ
、
二
〇
一
二
も

参
照
し
て
欲
し
い
。
こ
こ
で
は
、
西
夏
時
代
の
法
華
経
の
認
識

に
つ
い
て
、
拙
著
（
荒
川
二
〇
一
四
：
三
―

四
）
か
ら
紹
介
し
た

い
。
そ
れ
は
十
二
世
紀
に
成
立
し
た
西
夏
の
法
律
書
『
天
盛
旧

改
新
定
禁
令
』
巻
十
一（２
）に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
拙
訳

を
示
す
。
傍
線
と
【
中
略
】
な
ど
は
筆
者
が
加
え
、（　

）
内

に
語
句
を
補
っ
た
。

僧
（
衆
）・
救
（
法
）
が
為
す
、
寺
舎
（
に
て
）
修
め
る
門

【
中
略
】

一
品
、
西
夏
・
チ
ベ
ッ
ト
（
族
）
の
頌
・
経
典
を
（
読
）
誦

す
べ
き
（
も
の
）
は
『
仁
王
国
を
護
る
（
＝
護
国
）』『
文
殊

真
実
（
の
）
名
』『
普
賢
行
願
品
』『
三
十
五
仏
』『
聖
仏
母
』

『
国
を
守
護
す
る
（
＝
守
護
国
）
吉
祥
頌
』『
世
音
を
観
る

（
＝
観
世
音
）
普
門
品
』『
竭
陀
般
若
』『
仏
頂
尊
勝
最
も
持

つ
（
＝
総
持
）』『
垢
無
き
（
＝
無
垢
）
浄
光
』『
金
剛
般
若
』

頌
と
全
て

一
品
、
漢
（
族
）
の
頌
・
経
典
を
（
読
）
誦
す
べ
き
（
も

の
は
）『
仁
王
国
を
護
る
（
＝
護
国
）』『
普
賢
行
願
品
』

『
三
十
五
仏
』『
国
を
守
護
す
る
（
＝
守
護
国
）
吉
祥
頌
』

『
仏
頂
尊
勝
最
も
持
つ
（
＝
総
持
）』『
聖
仏
母
』『
大
供
順
』

『
世
音
を
観
る
（
＝
観
世
音
）
普
門
品
』『
孔
雀
経
典
』『
広

大
発
願
頌
』『
釈
迦
讃
』
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こ
の
部
分
に
、
西
夏
で
重
宝
さ
れ
る
仏
典
が
、
時
に
略
称
で

記
さ
れ
る
。
法
華
経
そ
の
も
の
は
な
い
も
の
の
、
原
文
に
二

度
、
茆
亭
蛙
區
漢
揃
「
世
音
を
観
る
普
門
品
」
と
あ
る
。
明
ら

か
に
「
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
を
指
す
。
現
存
す

る
西
夏
版
「
普
門
品
」
は
絵
入
り
刊
本
、
扉
絵
を
持
つ
も
の
も

多
く
、
サ
イ
ズ
も
携
帯
に
適
し
た
も
の
で
あ
る（３
）。
民
間
レ
ベ
ル

で
の
法
華
経
の
流
通
も
う
か
が
わ
せ
る
事
例
と
い
え
よ
う
。
法

華
経
は
当
時
の
西
夏
に
お
い
て
広
く
知
ら
れ
、
ま
た
重
要
な
経

典
で
あ
っ
た
こ
と
が
同
時
代
資
料
か
ら
も
わ
か
る
。

西
夏
文
法
華
経

―
ロ
シ
ア
所
蔵
品
と
米
国
プ
リ

ン
ス
ト
ン
大
学
所
蔵
品
の
相
関

　

米
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
東
ア
ジ
ア
図
書
館
（Princeton 

East A
sian Library and the Gest Collection

）（
図
２
、３
）

は
八
十
三
点
の
敦
煌
文
書
を
所
蔵
す
る（４
）。

そ
の
中
の
西
夏
語
文

献
は
量
的
に
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
保
存
状
況

も
良
好
で
貴
重
な
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
西
夏
語
文
献
は
大

き
く
三
種
、
す
な
わ
ち

１
、P

eald

（=
P

rinceton E
ast A

sian L
ibrary, 

図２　プリンストン大学東アジア図書館図３　�プリンストン大学東アジア図書館
の入る建物

No ImageNo Image
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D
unhuang

）
の
番
号
を
持
つ
諸
断
片

２
、
刊
本
西
夏
文
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
以
下
華
厳
経
）
巻

七
十
七

３
、
刊
本
西
夏
文
法
華
経
巻
四
（
以
下
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
本
）

か
ら
な
る
。
１
、
２
は
荒
川
二
〇
一
一
、
二
〇
一
二
で
詳
し
く

論
じ
た
。

　

刊
本
・
折
本
の
西
夏
文
法
華
経
巻
四
が
完
全
な
形
で
残
る
。

木
刻
本
で
あ
り
、
一
折
六
行
、
一
行
十
六
字
詰
。
縦
三
三
・
三

×
横
一
〇
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
、
や
や
大
型
の
版
本
。
仏

画
を
含
め
て
計
一
〇
三
折
が
残
る
。
法
華
経
「
五
百
弟
子
受
記

品
第
八
」
か
ら
「
見
宝
塔
品
第
十
一
」
が
全
て
含
ま
れ
、
完
全

に
残
る
。
西
田
編
二
〇
〇
五
：
四
三
―

六
六
に
掲
載
さ
れ
る
図

版
で
分
か
る
よ
う
に
、
比
較
的
残
存
部
の
多
い
ロ
シ
ア
所
蔵
法

華
経
巻
四
で
さ
え
、
九
十
折
で
あ
る
（「
見
宝
塔
品
第
十
一
」
後

半
を
欠
く
）
た
め
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
本
は
現
時
点
で
確
認
で
き

る
最
も
完
備
し
た
法
華
経
巻
四
と
い
え
る（５
）。

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
本
と
比
較
で
き
る
巻
四
を
持
つ
ロ
シ
ア
本

は
、「
西
夏
文
編
号
二
一
七
」
の
旧
番
号
六
三
号
、
六
四
号
、

二
三
一
七
号
、
三
九
〇
〇
号
の
四
点
で
あ
る
。
残
存
す
る
部
分

で
異
同
を
調
べ
る
と
、
異
な
る
個
所
は
非
常
に
少
な
い
も
の
の

存
在
す
る
（
た
と
え
ば
「
由
旬
」
の
西
夏
語
音
写
が
、
プ
リ
ン
ス

ト
ン
本
：
熹
蓐 1’eu: 

1sw
yin

、
ロ
シ
ア
本
：
熹
狐 1’eu: 

1sw
I: 

な

ど
）。
し
か
し
漢
文
法
華
経
と
の
差
異
よ
り
、
西
夏
文
異
本
間

の
差
異
の
方
が
小
さ
く
、
西
夏
文
諸
本
は
同
一
の
訳
本
か
ら
の

派
生
と
考
え
ら
れ
る（６
）。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
所
蔵
品
仏
図
に
つ
い
て

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
本
は
次
の
よ
う
な
構
成
で
残
る
。
ま
ず
四
折

分
の
仏
図
扉
絵
、
榜
題
状
の
装
飾
枠
内
帝
号
三
折
分
、
経
題
、

序
、
本
文
（
図
１
）、
経
題
で
あ
る
。
本
節
で
は
プ
リ
ン
ス
ト

ン
本
に
特
徴
的
な
仏
図
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

ロ
シ
ア
所
蔵
西
夏
文
法
華
経
の
扉
と
し
て
知
ら
れ
る
仏
図
は

何
点
か
現
存
す
る
。
た
だ
し
、「
法
華
経
巻
一
か
ら
七
の
主
要

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
絵
の
集
成
」
で
あ
り
、
ど
の
巻
の
冒
頭
の
扉

と
も
な
り
う
る
、
い
わ
ば
「
汎
用
」
の
仏
図
で
あ
る
。
一
方
、

プ
リ
ン
ス
ト
ン
本
の
仏
図
は
、「
巻
四
」
に
含
ま
れ
る
四
品
の

内
容
と
合
致
す
る
図
像
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
巻
四
専
用
」
で
あ

る
。
じ
つ
は
ロ
シ
ア
所
蔵
、「
漢
文
」
法
華
経
仏
図
に
は
、
各
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巻
の
内
容
を
反
映
し
た
も
の
が
あ
り
、「
巻
四
」
に
先
立
つ
仏

図（７
）（

図
４
、
上
段
）
も
現
存
す
る
。
し
か
し
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン

本
の
図
と
比
較
す
る
と
、「
分
量
が
二
折
分
と
短
い
」「
図
像
の

モ
チ
ー
フ
に
共
通
す
る
も
の
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
に
図
像
が

少
な
い
」「
短
冊
の
形
で
、
内
容
の
説
明
が
書
か
れ
る
こ
と
が

な
い
」
な
ど
、
簡
素
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
本
仏
図
（
図
４
、
中
段
）
は
、
次
の
よ

う
な
特
徴
を
備
え
て
い
る
た
め
に
、
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

・
四
折
分
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
図
像
に
利
用
し
て
い
る
の
で
、

各
品
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
く
含
ま
れ
る

・
縦
型
・
横
型
の
、
多
数
の
短
冊
で
図
の
説
明
が
書
か
れ
て
お

り
、
図
だ
け
で
な
く
、
文
章
か
ら
も
内
容
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る

・
短
冊
の
西
夏
文
は
、
法
華
経
本
文
と
内
容
が
共
通
す
る
も
、

表
現
が
異
な
る
こ
と
も
多
く
、「
同
一
内
容
の
簡
潔
な
表
現
」

を
観
察
す
る
の
に
適
当
な
材
料
と
な
る

　

し
か
し
、

・
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
短
冊
が
直
線
的
に
配
置
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
順
序
の
把
握
が
困
難
で
あ
る

・
西
夏
文
が
本
文
よ
り
小
さ
い
文
字
で
、
し
か
も
端
の
方
は
若

干
摩
滅
し
て
い
る
た
め
、
判
読
が
難
し
い

・
表
現
が
簡
潔
す
ぎ
る
た
め
、
時
に
文
意
が
つ
か
み
に
く
い

と
い
う
、
扱
い
の
難
し
い
部
分
も
あ
る
。

　

次
に
本
図
に
お
い
て
、
短
冊
が
ど
の
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る

か
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
で
き
る
か
示
し
た

い
（
図
４
、
下
段
）。
便
宜
上
、
漢
数
字
を
持
た
な
い
短
冊
を

「
０
」
と
す
る
。

　　

一
～
四
折
目
の
短
冊
と
図
像
は
、

０
．
二
折
目
上
部
の
、
数
字
の
無
い
短
冊
：
巻
四
全
体
の
内
容

に
か
か
る
（
大
き
な
釈
迦
図
の
上
に
位
置
す
る
）

１
．
一
～
三
折
目
の
、
上
一
～
六
：「
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
」

に
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

２
．
一
～
三
折
目
の
、
中
一
～
五
：「
授
学
・
無
学
人
記
品
第

九
」
に
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

３
．
一
～
三
折
目
の
、
下
一
～
五
：「
法
師
品
第
十
」
に
あ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド

４
．
三
～
四
折
目
の
、
上
一
～
九
：「
見
宝
塔
品
第
十
一
」
に
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No Image

No Image

No Image

図
４　

上
段
は
黒
水
城
出
土
漢
文
法
華
経
仏
図
、
中
段
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
本
仏
図
、
下
段
は
そ
の
ト
レ
ー
ス仏図と各漢数字の位置↓

� トレースは蔵西氏による
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あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

の
五
つ
に
大
別
で
き
る
。

　

図
像
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
部
を
、
西
夏
語
の
拙
訳
と
と
も
に

説
明
を
試
み
た
い
。
仏
図
の
右
上
に
は
、
漢
数
字
で
「
上
五
」

「
上
六
」
と
書
か
れ
た
短
冊
が
あ
る
（
図
５
）。
そ
の
中
の
西
夏

文
を
抄
訳
す
る
。

「
眠
っ
て
（
宝
珠
を
）
探
さ
な
い
（
と
い
う
）
因
縁
に
入

る
」

「
多
く
貧
窮
の
苦
を
受
け
て
後
、
小
さ
な
聖
に
向
か
い
、

ま
た
そ
の
優
れ
た
種
を
損
わ
ず
仏
の
も
と
で
記
を
得
る
」

　

仏
図
右
上
、
室
内
で
眠
っ
て
い
る
人
物
と
そ
の
左
横
に
い
る

人
物
が
描
か
れ
る
。
寝
て
い
る
人
物
の
衣
に
宝
珠
を
縫
い
込
む

と
い
う
、「
法
華
七
喩
」
の
一
つ
「
衣え

裏り

繋け
い

珠じ
ゅ

」
の
シ
ー
ン
で

あ
る
。
左
横
に
屈
む
人
物
は
丸
い
珠
を
有
す
る
よ
う
に
も
見
え

る
。
中
段
右
上
に
は
、
杖
を
つ
い
た
貧
者
と
左
に
相
対
す
る
人

物
。「
衣
裏
繋
珠
」
の
話
の
後
段
、
貧
者
と
し
て
彷
徨
う
友
人

に
、
真
実
を
説
く
親
友
が
左
に
立
つ
場
面
と
思
わ
れ
る
。

西
夏
文
法
華
経
を
用
い
た
西
夏
語
の
研
究

　

西
夏
語
は
一
〇
三
八
～
一
二
二
七
年
、
中
国
西
北
部
に
覇
を

唱
え
た
西
夏
国
の
言
語
で
あ
る
。
西
夏
文
字
に
よ
る
大
量
の
文

献
、
主
に
仏
典
が
残
る
。
西
夏
滅
亡
後
も
西
夏
文
字
・
西
夏
語

は
使
わ
れ
て
い
た
が
、
十
六
世
紀
の
記
録
を
最
後
に
途
絶
え

た
。
言
語
系
統
は
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
派
に
属
す
る
も
の

の
、
直
系
の
後
裔
言
語
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
地
域
的
に
は

同
語
派
で
ほ
ぼ
最
北
端
に
位
置
す
る
。

　

文
法
的
に
は
、「
主
語
・
目
的
語
・
動
詞
」、「
指
示
代
名

No Image

No Image

図
５　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
本
仏
図
拡
大

　
　
　
（
荒
川
二
〇
一
八
ｂ
研
究
編
よ
り
）
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詞
・
名
詞
・
形
容
詞
」
の
語
順
で
あ
る
こ
と
、
必
要
に
応
じ
て

格
標
識
（
日
本
語
の
テ
ニ
ヲ
ハ
に
相
当
す
る
）
が
使
用
さ
れ
る
こ

と
、
動
作
の
方
向
・
完
了
ほ
か
を
示
す
接
頭
辞
、
人
称
接
尾
辞

な
ど
が
動
詞
に
付
加
さ
れ
、
時
に
複
雑
な
動
詞
句
構
造
を
と
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

西
夏
語
の
先
行
研
究
で
は
、
人
称
代
名
詞
の
独
立
形
（
お
よ

び
複
数
標
識
）
と
動
詞
に
後
続
す
る
人
称
接
尾
辞
の
間
に
「
呼

応
」
現
象
が
確
認
で
き
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
日
本
語
で
例
え
る
と
「
私
、

彼
に
話
す
私
」
の
よ
う
に
、
一
見
冗
長
な

言
語
表
現
と
な
る
。
人
称
代
名
詞
と
接
尾

辞
の
文
字
と
推
定
音
を
示
す
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
本
に
お
い
て
も
、
人
称

代
名
詞
の
独
立
形
、
人
称
接
尾
辞
、
そ
れ

ら
の
共
起
が
頻
出
す
る（８
）。  

        

（
１
）
噴 

侖 

郁 

杉 

碁 

赫 

假 

計 

払 

凉 

壮 

攻 

蘇 

噴

　
　

 
2nga 2’yu  2thI:   1’e:   1tsyer  1tshe:’  2dzwo:  1kha  2zi:   2phyu  2tseu  2ngwu  1’I:    2nga

　
　

 

私 

常 

こ
れ 

の 

法 

説
く 

人 

間 

最 

上 

第 

で
あ
る 

い
う 

一
人
称
接
尾
辞

私
は
常
に
、
こ
の
法
を
説
く
人
の
間
で
最
上
で
あ
る
と

い
い
《
私
は
》（
五
百
弟
子
受
記
品
）

（
２
）
噴 

子 

坩 

杉 

哘 

聘 

赫　

椛 

　

凾　

蜉

　
　

 
2nga 1nI:  1tha 1’e:  2cha:  1’o’’  1tshe:’  1mI:    2nwi:   2ni:

　
　

 

私 

達  

仏 

の 

功
徳    

説    

否
定
辞� 

で
き
る 

複
数
接
尾
辞

私
た
ち
は
仏
の
功
徳
を
説
く
こ
と
は
で
き
な
い
《
私
た

ち
は
》（
五
百
弟
子
受
記
品
）

　
（
１
）
で
見
た
よ
う
な
「
人
称
代
名
詞
と
人
称
接
辞
の
呼
応
」

は
、
漢
語
や
チ
ベ
ッ
ト
語
に
対
応
す
る
現
象
・
要
素
が
見
ら
れ

な
い
た
め
、
翻
訳
仏
典
を
扱
う
際
注
意
が
必
要
で
あ
る
（
例
え

ば
、（
１
）
の
文
末
の
人
称
接
尾
辞
を
人
称
代
名
詞
の
独
立
形
と
誤

る
と
、「
私
」
が
、
後
続
す
る
文
の
主
語
で
あ
る
よ
う
に
誤
る
こ
と

に
な
る
）。

　

こ
う
し
た
「
人
称
代
名
詞
の
呼
応
」
と
は
別
に
、
西
夏
語
に

人称代名詞 人称接尾辞
１人称 噴　2nga 噴 -2nga
２人称 玻　2ni: 肅 -2na:
３人称 表　1tha: 無し
複数 （代名詞・名詞）-子2nI: 蜉 -2ni:



「東洋学術研究」第58巻第１号

293 西夏文法華経と西夏語の研究―ロシア・米国所蔵資料にもとづいて―　

は
「
行
為
者
が
二
人
の
場
合
に
の
み
、
動
詞
末
に
現
れ
る
「
双

数
接
尾
辞
」
が
存
在
す
る
。
こ
の
研
究
は
、
故
西
田
龍
雄
博
士

が
、
ま
さ
に
法
華
経
か
ら
例
文
を
引
い
て
提
起
さ
れ
た
も
の

だ
っ
た
。
一
例
を
挙
げ
る（９
）。

（
３
）
丼 

菽 

梠 

縅 

遭

　
　

 

華 

清 

聴 

行 

Ｘ

「
法
華
を
聴
き
に
行
く
（
我
等
二
人
は
）」（
法
華
六
）

　

し
か
し
、
筆
者
は
当
初
、
博
士
の
見
解
に
否
定
的
だ
っ
た
。

例
文
は
双
数
行
為
者
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、
筆
者
の
知
る
他
の
仏
典
で
は
「
行
為
者
が
二
人
で
あ

る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
の
に
、
双
数
接
辞
が
現
れ
な
い
」
こ
と

が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
夏
文
華
厳

経
の
テ
キ
ス
ト
を
再
分
析
す
る
と
「
行
為
者
が
二
人
で
あ
る
こ

と
が
明
示
さ
れ
、
双
数
接
尾
辞
が
現
れ
る
」
適
切
な
例
文
を
発

見
し
た
。

（
４
）
噴 

子 

珎 

假 

扣 

郁 

軆 

幃 
 

菩 

渟 

厶 
 

遭

　
　

 
2nga  1nI:   1nyI’  2dzwo:  1leu   2thI:  1vi:q’  1ny’e:’     2byi   2lheu  1nwI   1kI:

　
　

 

私 

達 

二 

人 

た
だ
こ
の 

幻 

住
す
る 

解
脱  

知
る 

双
数
接
尾
辞

我
等
二
人
は
た
だ
、
こ
の
幻
に
住
す
る
（
の
）
解
脱
を

知
り
〈
二
人
は
〉（
華
厳
経
、
荒
川
二
〇
一
八
ａ
：
七
六
）

　

ま
た
、
そ
の
後
の
再
検
討
で
、
双
数
接
尾
辞
は
「
地
の
文
」

に
は
現
れ
ず
、「
会
話
文
」
中
、
そ
れ
も
行
為
者
と
動
詞
の
位

置
が
離
れ
て
い
る
よ
う
な
個
所
に
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
少
し
長
く
な
る
が
、
華
厳
経
か
ら
実
際
の
例
文
（
和

訳
）
で
、
双
数
接
尾
辞
が
出
現
す
る
箇
所
を
示
そ
う
。
双
数

行
為
者
（
主
語
）
に
は
二
重
線
、
動
詞
は
線
、
双
数
接
尾
辞
が

見
ら
れ
る
箇
所
に
は
〇
、
見
ら
れ
な
い
箇
所
に
は
×
を
付
し

た
。
原
文
に
は
当
然
見
ら
れ
な
い
句
読
点
、「　

」、
ま
た
適
宜

（　

）
に
語
句
を
補
っ
た
。

時
に
童
子
童
女
は
善
財
に
告
げ
て
言
う
×
。「
善
男
子
よ
。

私
等
は
菩
薩
の
幻
に
住
す
る
の
を
解
脱
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
得
て
〇
、
こ
の
解
脱
を
得
て
〇
、（
故
に
）�

ま
た
方
（
々
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の
）
世
界
一
切
は
皆
、
幻
に
住
す
る
因
縁
に
よ
り
生
じ
る
な

り
。
衆
生
一
切
は
皆
幻
に
住
す
る
。
業
煩
悩
に
よ
り
生
じ
る

な
り
。
世
間
一
切
は
皆
幻
に
住
す
る
。『
無
明
』、
有
す
る

愛
等
、
続
い
て
縁
に
よ
り
生
じ
る
な
り
。
法
一
切
は
皆
幻
に

住
す
る
。『
我
見
』
等
は
種
種
の
幻
縁
に
よ
り
生
じ
る
な
り
。

三
世
一
切
は
皆
幻
に
住
す
る
。『
我
見
』
等
は
顛
倒
智
に
よ

り
生
じ
る
な
り
。
衆
生
一
切
（
の
）
生
、
滅
、
老
、
死
、
憂

悲
苦
悩
は
皆
幻
に
住
す
る
。
虚
妄
分
別
に
よ
り
生
じ
る
な

り
。
国
土
一
切
は
皆
幻
に
住
す
る
。
顛
倒
、
心
倒
、
見
倒
、

『
無
明
』
に
よ
り
現
れ
る
な
り
。
声
聞
、
独
覚
一
切
は
皆
幻

に
住
す
る
。
智
断
分
別
に
よ
り
成
す
な
り
。
菩
薩
一
切
は
皆

幻
に
住
す
る
。
自
ら
調
伏
で
き
、
衆
生
を
教
化
す
る
諸
の
行

願
法
に
よ
り
成
す
な
り
。
菩
薩
の
衆
会
一
切
、
変
化
し
調
伏

す
る
、
諸
の
為
す
こ
と
と
は
皆
幻
に
住
す
る
。
願
智
幻
に
よ

り
成
す
な
り
と
見
る
〇
。
善
男
子
よ
。
幻
境
の
自
性
は
説
く

所
な
い
（
＝
不
可
思
議
で
あ
る
）。
善
男
子
よ
。
我
等
二
人
は

た
だ
、
こ
の
幻
に
住
す
る
（
の
を
）
解
脱
す
る
こ
と
を
知
り

〇
余
す
。
諸
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
辺
の
な
い
（
＝
極
ま
り
な
い
）

諸
事
の
幻
網
（
の
中
）
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
我
等
は
彼

の
功
徳
業
を
知
り
、
説
く
こ
と
が
い
か
に
で
き
る
〇
（
の

か
）」
時
に
童
子
童
女
は
自
ら
解
脱
す
る
こ
と
を
説
き
終
わ

る
×
。（
華
厳
経
、
荒
川
二
〇
一
八
ａ
：
七
八
―

七
九
）          

　

こ
の
よ
う
に
、
双
数
接
尾
辞
の
出
現
は
会
話
文
中
に
限
ら
れ

る
。
会
話
文
は
時
に
長
文
に
な
り
、「
私
達
」
が
何
者
で
あ
っ

た
の
か
、
読
者
に
リ
マ
イ
ン
ド
す
る
機
能
も
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
ま
た
、
会
話
文
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
文
章
語

で
は
な
く
口
語
体
西
夏
語
に
特
徴
的
な
要
素
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
察
し
て
い
る
。

　

一
方
プ
リ
ン
ス
ト
ン
本
は
、「
行
為
者
が
二
人
で
あ
る
の
は

明
ら
か
で
あ
る
の
に
、
双
数
接
辞
が
現
れ
な
い
」
と
い
う
、
逆

の
意
味
で
貴
重
な
例
文
を
提
供
す
る
。

（
５
）
樅 

艸 

苻 

揄 
 

苻 

詮 

跚 
 

頒 

豕 
 

噴 
 

子 

…

　
　

 
?’a? 1na  1lo 

1heu  1lo 
1’e:  1twuq ?li? 1wi:   2nga 1nI: 

…

　
　

 

阿
難   

羅
睺
羅       

自  

所   

念 

な
す  

私  

達 

…

阿
難
・
羅
睺
羅
は
各
自
、（
次
の
よ
う
に
）
考
え
た
。「
私

た
ち
は
…
（
授
学
無
学
人
記
品
）
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ま
た
、
例
文
は
省
略
す
る
も
の
の
、

大
衆
は
、
二
仏
如
来
が
七
宝
塔
の
中
の
獅
子
座
の
上
に
結
跏
し

座
す
を
見
て
（
見
宝
塔
品
）
…

　

と
い
う
個
所
で
は
、
仏
と
如
来
の
「
二
人
」
が
行
為
者
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
双
数
接
尾
辞
が
現
れ
な
い
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
文
は
会
話
文
で
は
な
く

「
地
の
文
」
で
あ
る
た
め
双
数
接
辞
が
出
現
し
な
い
訳
で
あ
る

が
、
直
後
の
会
話
文
、「
私
た
ち
」
を
主
語
と
す
る
文
に
も
双

数
接
辞
が
現
れ
な
い
。
こ
れ
は
会
話
文
全
体
が
短
く
、
行
為
者

が
誰
か
わ
か
り
や
す
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

現
在
話
者
の
い
る
言
語
で
あ
れ
ば
、「
二
人
の
人
物
を
行
為

者
と
す
る
文
」
を
作
文
し
、
動
詞
の
語
尾
を
調
査
す
る
の
は
難

し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
文
献
し
か
残
ら
な
い
言
語
に
お

い
て
、
適
当
な
例
文
を
探
す
こ
と
は
意
外
と
難
し
い
。
例
え
ば

仏
典
に
お
い
て
は
「
善
男
善
女
」「
比
丘
比
丘
尼
」
は
「
双
数
」

で
は
な
く
、「
善
男
（
た
ち
と
）
善
女
（
た
ち
）」「
比
丘
（
た
ち

と
）
比
丘
尼
（
た
ち
）」
と
い
う
「
複
数
」
で
あ
る
な
ど
、
内

容
を
理
解
し
た
上
で
の
「
数
の
認
定
」
が
必
要
と
な
る
た
め
で

あ
る
。

お
わ
り
に

　

筆
者
に
よ
る
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
西
夏
文
献

の
調
査
は
十
年
前
に
遡
る
。
西
夏
文
華
厳
経
巻
七
七
と
仏
典
諸

断
片
は
比
較
的
す
み
や
か
に
テ
キ
ス
ト
化
と
訳
出
と
を
終
え
、

二
〇
一
一
年
と
二
〇
一
二
年
に
公
刊
で
き
た
。
し
か
し
、
私
事

な
が
ら
東
日
本
大
震
災
で
実
家
が
被
災
し
、
法
華
経
巻
四
に
関

し
て
は
中
断
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
雑
事
に
追
わ
れ
、

プ
リ
ン
ス
ト
ン
本
法
華
経
の
研
究
書
の
刊
行
ま
で
八
年
近
く
か

か
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
間
、
西
田
龍
雄
先
生
、
庄
垣
内
正
弘

先
生
、
エ
ヴ
ゲ
ー
ニ
ィ
・
ク
チ
ャ
ー
ノ
フ
先
生
ら
学
恩
深
い
先

生
方
が
逝
去
さ
れ
、
同
書
を
ご
高
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
叶
わ
な

か
っ
た
。
深
く
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
の
ご
指
導
に

深
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

　

ま
た
同
書
の
刊
行
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
東
洋
哲
学
研

究
所
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
あ
っ
て
の

も
の
で
あ
る
。
一
人
ひ
と
り
お
名
前
を
挙
げ
る
の
は
差
し
控
え

る
が
、
深
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。
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注（
１
） 

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
支
部
は
改
組
さ
れ
、
二
〇
〇
七
年
、
ロ
シ
ア
東
洋
古
文
書

研
究
所
と
な
っ
た
。
な
お
研
究
所
名
の
和
訳
は
「
東
方
文
献
研

究
所
」「
東
洋
写
本
研
究
所
」
な
ど
と
も
さ
れ
る
が
、『
東
洋
学

術
研
究
』
の
既
刊
に
従
っ
て
、
本
稿
で
は
「
東
洋
古
文
書
研
究

所
」
と
す
る
。

（
２
） 

巻
十
一
の
原
文
影
印
は
『
俄
羅
斯
科
學
院
東
方
研
究
所
聖
彼

得
堡
分
所
藏
黑
水
城
文
獻
』（
以
降
『
俄
藏
』）
八
、二
四
四
―

二
四
五
頁
な
ど
に
挙
が
る
。

（
３
） 

現
時
点
で
刊
本
十
点
、
写
本
一
点
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

図
版
は
『
俄
藏
』
二
十
三
、
三
〇
一
―

三
一
六
頁
に
掲
載
さ
れ

る
。

（
４
） 

収
蔵
の
経
緯
と
所
蔵
品
の
概
観
に
つ
い
て
は Bullitt 1989, 

H
eijdra 2010, 2017

参
照
。

（
５
） 

西
田
編
二
〇
〇
五
に
お
い
て
は
、
二
三
一
七
号
（
刊
本
）
が
鮮

明
な
カ
ラ
ー
図
版
で
公
刊
さ
れ
て
い
る
（
図
６
）。
そ
の
事
実

上
の
研
究
編
は
西
田
二
〇
〇
五
ａ
、
二
〇
〇
五
ｂ
、
二
〇
〇
六

ａ
、
二
〇
〇
六
ｂ
の
四
編
で
あ
り
、
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の

が
西
田
二
〇
一
二
に
再
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
６
） 

荒
川
二
〇
一
八
ｂ
（
図
７
）
の
テ
キ
ス
ト
編
で
は
、
プ
リ
ン
ス

ト
ン
本
と
漢
訳
の
間
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
本
と
ロ
シ
ア
各
本
の
間

で
、
確
認
で
き
た
全
て
の
異
同
を
注
に
示
し
て
い
る
の
で
、
詳

し
く
は
こ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
） 
図
版
は
『
俄
藏
』
一
、三
二
頁
参
照
。

No Image
No Image

図
７　
『
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
西
夏
文
妙
法
蓮
華
経
』

�図６『ロシア科学アカデミー東洋学研究所
サンクトペテルブルク支部所蔵西夏文「妙
法蓮華経」』
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（
８
） 

以
降
の
例
は
、
西
夏
文
原
文
・
荒
川
に
よ
る
推
定
音
・
逐
語

訳
・
和
訳
か
ら
な
る
。
言
語
学
の
論
文
に
な
れ
な
い
読
者
に
は

煩
瑣
で
は
あ
る
が
、
漢
語
と
は
発
音
も
文
法
も
異
な
る
西
夏
語

を
よ
り
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
た
め
で
あ
る
。
原
文
で

主
語
に
二
重
線　

、
動
詞
に　

、
人
称
接
尾
辞
に
波
線

を
付

し
た
。

（
９
） 

下
線
、
和
訳
、
出
典
表
記
（「
法
華
六
」
は
「『
法
華
経
』
第
六

巻
」
を
示
す
）
は
西
田
に
よ
る
。
例
文
の
出
典
箇
所
、
原
文
は

西
田
編
二
〇
〇
五
：
一
一
八
、一
五
一
に
あ
る
。            
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